
施設整備等の方向性

【現状】

・自宅での生活や在宅介護の意向が高い。
・地域包括ケアシステムの深化・推進が求められている。

【課題】
・自宅での生活や在宅介護が難しくなった際の支援体制が必要。
・在宅での介護・医療や認知症支援の推進が必要。

【方向性】
■地域密着型サービス

■広域型サービス

≪地域密着型サービス≫

施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員
山東
伊吹
米原 1施設 29人 1施設 29人
近江 1施設 24人 1施設 24人
山東
伊吹
米原
近江
山東 1施設 18人 1施設 18人
伊吹 1施設 　9人 1施設 　9人
米原 2施設 18人 2施設 18人
近江 1施設 　9人 1施設 　9人
山東
伊吹
米原 1施設 12人 1施設 12人
近江 1施設 10人 1施設 10人
山東 3施設 30人 3施設 30人
伊吹 2施設 25人 2施設 25人
米原 1施設 18人 1施設 18人
近江 4施設 43人 4施設 43人
山東 1施設 29人 1施設 29人
伊吹
米原
近江

≪定期巡回・随時対応型訪問介護看護の体制≫
地域包括医療福祉センターに、２４時間の定期巡回・随時対応型訪問介護看護機能を設置するため平成37年度に向けて検討する。

第７期末累計

1施設

種別 方向性 圏域
第６期末累計 第７期中

身近できめ細かな相談体制の構築や、在宅での介護・医療の推進、認知症の方への支援等が各地域でより図れるよう、地域密着型サービスの整備を推進する。

施設費用は、他のサービスと比較すると高く、介護保険料への影響が大きい。在宅医療、介護を推進し地域密着型サービスの充実を図るため第７期は整備しないこととする。

・在宅介護実態調査では、「自宅で家族の世話で暮らしたい」が13.5％、自宅で訪問介護や通所介護などを利用しながら暮らしたい（居宅サービスを利用しながら）」が62％を占め
ている。施設入所意向も一定程度存在する。

29以下

認知症高齢者グループホーム 現施設の稼働率を考慮し、整備はしない。

29人以下

看護小規模多機能型居宅介護 整備が進んでいない圏域に整備する。 1施設 29人以下 1施設

29人以下 1施設

小規模多機能型居宅介護 整備が進んでいない山東、伊吹圏域に整備する。

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護

整備はしない。

認知症対応型デイサービス 整備はしない。

地域密着型デイサービス 整備はしない。
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